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　「関西産業人材News Letter」は、今年度から装いを新たに「from NOW ON 
KANSAI」としてお届けします！リニューアル第1弾は（株) Human Hub Japan
の吉川代表からのご提言。取材当日は、トレードマークである「Hack Osaka」の
Tシャツに身を包み、関西のイノベーション・エコシステムの構築に向けた環境
整備、必要人材の確保・育成について熱く語っていただきました。オール関西で
“おせっかい運動”を繰り広げ、関西の地に産官学金、全員参加による「世界課題
解決取引所」をつくる…関西広域連合も様々な取組みを通じ貢献していける！と
感じました。
　「from NOW ON KANSAI」では、産業人材に関し、多様な切り口で情報をお
届けしてまいります。引き続きよろしくお願いします。

（広域産業振興局：谷川）

編 集 後 記

元・大阪市経済戦略局理事として、大阪イノベーション
ハブの創設時から携わり、関西のイノベーションが生ま
れる生態系（エコシステム）の構築に尽力してきた吉川
正晃氏。2024年一部まちびらき予定のうめきた第2期
や2025年開催の大阪・関西万博を見据えて、イノベー
ションの意味、そして求められる人材の重要性について
熱く語った。

KANSAINOW ONfrom
ひとをみつける、ひととつながる
関西広域連合のビジネス情報紙



～関西のイノベーションは、境界を越えた「おっせかい」運動（「Hack  O saka」）から～

全員参加で、全体最適を目指す

f r o m  N O W  O N  K A N S A I

　COVID-19は世界中に広がり、経済活動に影響を及ぼしています。コロナ禍で
改めて気づかされたのは、世界が繋がっているということ。そして、マスクなど、ど
こで造っても作れるものは海外に任せ、高い給料を維持したい日本は、維持できる
高付加価値製品を日本で創るという前提があったこと。しかし、現実は、どうか。一
人当たりGDPの世界ランキングは、2000年以降下がっている。日本は、環境変化
に適応できているのか。ここにイノベーションが必要な理由がある。イノベーション
とは、新陳代謝のこと。身体の全細胞が、生命維持のため絶えず行い、時には突
然変異までして環境適応をしている。ですから、私たちもまた、変化に適応するた
め、全員参加でイノベーション活動をやり続けることが当たり前なんだと思います。
　2013年に立ち上った大阪イノベーションハブ(OIH)は「Hack Osaka」をスロー
ガンに、世界につながるイノベーション・エコシステムを関西に構築することを使命
にしています。この「Hack Osaka」とは肩書、組織、年代、性別、国籍などを越えて、
市民がコミュニティやネットワークをつくり、イノベーションが次々と起こる共創都市
を造る運動です。このため大学や研究機関、起業家、企業、投資家といった人々が
出会い、繋がる機会を提供しています。
　イノベーションという言葉にはいろんな定義がありますが、「既存のさまざまな要
素を、新しい意味合いでつなぎ合わせること」という定義もあります。たとえば半導
体自体は発明ですが、その半導体をトランジスタにしてラジオと組み合わせてビジ
ネスにできれば、イノベーションになります。トランジスタラジオは、「ラジオを小さく
できないか」というニーズから生まれたと思います。だから発明は限られた人にし

かできないけれど、イノベーションは、ニーズや課題を発見できる人なら誰でも起
こせるのです。「イノベーション = 発明 × ビジネス化」です。課題を発見し「ビジネス
化」できる人が起業家です。起業家は、「想いを抱いた人材」のことです。だから大
企業の人材もイノベーションを起こせるはずなのです。一方、発明は、大学の研究
者が関与します。ですから起業家は、彼らとも繋がる必要があります。起業はひとり
でできるのではなく、いろんな人が交錯するなかで、あたかも突然変異が起こるよ
うにして生まれます。ですから「集まること」が重要なんです。

　人を集めたら、さらに組み合わせること、交流が大切です。交流の量と質を格段
に上げて交わることで繁栄する。これは交易の原理、ハブの本質ですね。私が
2013年にOIHで「ハブ」造りを開始したとき、反応は薄かったと思います。ハブと言
うと自分たち自身に付加価値がなく、単に流通させているようなイメージを持たれ
たようです。しかし資源を「循環させ交易させるサービス」こそ、ハブの価値であり、
歴史的にも交易拠点や交通の要衝が経済の中心地になっているでしょ。いわばハ
ブは、取引所なんです。この機能を持つハブがイノベーションを生み出し、都市機
能を強めていくのです。現在、大阪駅前に広大な都市公園を持つ「うめきた２期」
開発が進んでいます（2024年一部まちびらき予定）。開発テーマが「みどりとイノ
ベーション」です。私はここに世界の課題を解決するイノベーションの取引所がで
きればいいと思っています。何を取引するかといえばイノベーションの素になる「課
題」と「人」と「技術」です。
　大阪には1600年代に豪商・淀屋常安が私財を投資し開発した中之島がありま
す。大名の蔵屋敷が建ち並び、米やさまざまな物品が取引され「天下の台所」と呼
ばれていました。また、世界初の米の先物取引市場もありました。未来を予想して
現在価値にして取引するわけです。まさに大阪人の「なんでもあり」の自由性が表
れています。ですから、うめきたに、未来を見据えて人と課題と技術が集まる場所を
創り、世界の課題解決に取り組む人や、それを応援しにくる人、「その夢、買った」と
いうような人が、集まらないかなと思っているんです。
　ビジネスは「誰に」「何を」「どのように」を決めますが、多くのビジネスマンが今
やっていることは「どのように」の部分だけです。「誰に」「何を」は、創業者が決め
ています。ですから、うめきたにくれば、起業家になれて、起業家を支援できるよう
にすればワクワクしませんか？ 

　関西人の何が強いかというと「型にはまらないこと」、「なんでもあり」の精神で
しょうね。なぜなら関西人は新しいものに対して非常にオープンで、自由に発想す
ることができます。歴史を遡ってみても、大阪は江戸幕府の直轄領だったのでお殿
様がおらず、商人による自由闊達な文化が栄えました。これは関西の重要なDNA
です。イノベーションにはユニークな視点からの課題設定力が必要です。それに
は、自由な発想―OPEN(自由性)と、立場に囚われない平等精神―FLAT(フラッ
ト性)、そして相手の問題を自分の問題として考える共感力―FRIENDLY (フレン
ドリー性)、これを「おせっかい」力と言いかえてもいいですが(笑)、こうした精神が
必要です。「OPEN、FLAT、FRIENDLY」精神は、その頭文字を取って「OFF」精神
と私は言っていますが、「おせっかい」に、あるべき姿、全体最適を考え、自分の小さ
な立場を離れる（OFF）する精神が重要だと思っています。これをOIHでの活動の
価値観にしました。
　そして、これを実践する上で重要な姿勢が、「好奇心」「志」「行動力」です。（頭文
字の３つのKから）起業家の「3K」と呼んでいます。まずは好奇心を持つと「なんでや
ろ」と思うんですね、そして「これは皆のために『変えなあかん』」と思うようになる。
そしてそれが志に変わり、行動に移るわけです。行動する上においても、関西は、コ
ンパクトな広さを持っているし、経済規模もそこそこ大きいです。距離的には、京都か
ら大阪経由で神戸までが約70kmです。これってサンフランシスコとサンノゼの距離
です。シリコンバレーの主要都市間の距離です。また、経済規模も、京阪神に加え、
関西広域連合域内全体で見ると、GDPはオランダ一国にほぼ匹敵します。京阪神
は大規模集積、それを囲む各府県も固有の強みがある産業集積を持っています。各
府県は、個性が違う。よく「関西は一つではなく、一つ一つです」って言われます(笑)
が、私は、すごく良い意味でこの言葉を捉えています。これだけの多様性があって、
しかもコンパクトにまとまって、経済規模も大きなエリアは、世界的にも見ても少ない
ですよ。関西は、イノベーションを生み出す条件がそろっていると思いますね。

　私はとにかくイノベーションには人が最も重要で、次に「流動性」が重要と思って
いますから、「Hack Osaka」では、立場、組織に拘らず、OFF精神をもって「全員参加
で、全体最適を」と提案しています。イノベーションが目的であって、スタートアップ、
起業は方法です。私は、「スタートアップ・エコシステム」という言葉より「イノベー
ション・エコシステム」という言葉を使ってきました。大企業も大学もみんながイノ
ベーションを生み出す活動に参画することを目指しているからです。
　組織・肩書・国籍を越えて全体最適のために協力したり切磋琢磨する。課題が
見えるプロデューサーがいて、どの要素とどの要素をつなげるかをOFF精神で考
える。変化の激しい時代には多様な専門性を有した人材が集まり、流動的にネット
ワークを組み替えながら、ダイナミックにチーム編成を行う。あたかも、ジャッズセッ
ションを即興で組むように。そんな「全員参加」の時代だからこそ、会社ではなく「業
界」や「地域」に就職する感覚で、境界を越えた共創コミュニティをつくることが重
要だと思います。
　この共創コミュニティの実現に向けて、関西ではここ数年大きな動きがみられま
す。大阪府、大阪市、堺市、大阪産業局、経済団体、大学などが連携し、グローバル
に展開するスタートアップが連続的に生まれる環境を大阪につくるため生まれた
「大阪スタートアップ・エコシステムコンソーシアム」。さらにそれを関西圏に広げ、
京都、神戸の各コンソーシアムとも連携して、2020年に国から認定を受けた「グ
ローバル拠点都市」です。今後は国の支援も得ながら、京阪神で連携する動きがさ
らに強まるでしょう。
　また一方で、私は、うめきた2期がオープンする2024年までに「100人のプロ
デューサーを育成したい」と考えており、T-CEP(Technology Commercialization 
Entrepreneurship Program)というプログラムをプロデュースしています（主催：う
めきた２期推進協議会）。人材育成には、経験が不可欠です。大学の技術をビジネ
ス化するための調査やビジネス計画を立てる実地教育を、関西経済連合会、関西
経済同友会さんや大学や研究機関さんの協力で行っています。
　また、2025年の大阪・関西万博も、関西には追い風ですね。経済産業省が

「People's Living Lab(PLL)促進会議」を設置し、「未来社会の実験場」として万 
博を位置付けています。多様な企業が、実証実験を行いながらイノベーションを起
こす「共創パートナー」になる制度の募集も行われています。数多くの人、特に若者
には参加してもらいたいです。私も「３K」マインドで課題設定する人々のお手伝い
をしたいと考えています。これが、「100人プロデューサー育成」計画にも繋がると
思っています。
　「イノベーションをつくる前に人をつくる」。松下幸之助さんも言っておられるでしょ。
「ものをつくる前に人をつくる」と。結局、人、人材なんです。そして人を開花させる経
験、場所、環境をいかにつくるかです。そして、ゼロ・イチをつくれる人間、プロデュ
サー、起業家、創業者と呼んでもいいですが、OFF精神をもって３K姿勢で実行する
人がどんどん循環することです。そのためにも課題、技術を見える化し、出会う場所
―「世界課題解決取引所」をつくりたいのです。産官学金、全員参加で世界の課題
を解決できる関西を創りたい。その一里塚がEXPO2025。うめきたは、頂上アタック
のためのベースキャンプです。全体最適を考え、世の中に貢献することを面白いと
考える「おせっかい人間」全員が、世界から関西に集結する。おもしろい人はおもしろ
い人を呼んでくる。そんな好循環が、きっとこの街の発展を加速させるでしょう。

「課題」と「人」と「技術」が交流する
「世界課題解決取引所」を関西に。

イノベーションの必要条件は「集まること」
そこから「突然変異」が起きる。

起業家を多数輩出する
「オープン・フラット・フレンドリー」な土壌。

イノベーション・エコシステムには
人材が育ち、流通する環境が必要。

◀年に一度開催される国際イノ
ベ ーション会 議「 H a c k 
Osaka」。今回のテーマは、
「ニューノーマル時代に、大阪・
関西は強みを生かし、世界に
対してどのように貢献できる
か」オンライン開催の予定

▲うめきた2期イメージパース
　大阪駅北の最後の超一等地「うめきた」の
第2期エリア「うめきた2期」地区(仮称)。
開発区域は北街区、都市公園、南街区に分
けられ、北街区は、新産業創出を掲げた
「産学官民」の交流ゾーンとなる予定
※2020年12月時点のイメージパースであり、今後変更となる可
能性があります。（提供：うめきた2期地区開発事業者）

▲大阪イノベーションハブ
　大阪イノベーションハブ（OIH）「大阪から
世界へ」をテーマに、新たな事業の創出や
スケールアップにつながるイベント・プロ
グラムを開催してる2013年に大阪市が開
設したイノベーション創出拠点

◀2025年大阪・関西万博
　「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに、
2025年4月13日～10月13日まで開催される 
日本国際博覧会(略称／大阪・関西万博)

■主要国とのGDP比較

■関西の成長産業（ライフ・グリーン）クラスター

注：ここでの関西は滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、鳥取県、徳島県の合計。
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◇関西の経済規模
関西は、約90兆円（対全国シェア16.5％・2017年）の付加価値を生み出し、オランダ一国に匹敵する経済規模
を有しています。また、約2,100万人(同16.6％・2019年)の人々が暮らし、大きな消費市場でもあります。
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❶長浜バイオクラスター
❷しが医工連携ものづくり
　クラスター

❸京都市ライフイノベーション
　推進戦略

❹関西文化学術研究都市
　(けいはんな学研都市)

❺大阪の健康・医療関連産業の拠
　点形成（彩都、健都、中之島（未
　来医療国際拠点））

❻神戸医療産業都市
❼播磨科学公園都市
❽和歌山県特産農産物を活用した
　健康産業イノベーション推進地域
❾産学官連携による
　とっとり発のバイオ産業の創出

10とくしま
　「健幸」イノベーション構想
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